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 (百万円未満切捨て) 

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日） 

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 8,775 △12.9 △565 － △583 － △609 － 

2022年３月期第２四半期 10,072 － 624 － 605 － 439 － 
 
(注) 包括利益 2023年３月期第２四半期 △281 百万円 － ％  2022年３月期第２四半期 265 百万円 － ％ 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2023年３月期第２四半期 △84.06 － 

2022年３月期第２四半期 60.79 － 
  

(注) １．当社は、2021年３月期第２四半期については、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表を作成していな

いため、2022年３月期第２四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

２. 当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき3,000株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

３. 2022年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在しないため

記載しておりません。 

４. 2023年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 
 

（２）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2023年３月期第２四半期 19,356 5,608 28.9 

2022年３月期 18,034 5,755 31.9 
 
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 5,587 百万円  2022年３月期 5,755 百万円 
    
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

2023年３月期 － 0.00    

2023年３月期(予想)   － 0.00 0.00 
 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
   

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日） 
  

(％表示は、対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 17,700 △13.9 △1,000 － △1,200 － △1,100 － △151.66 
 
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
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※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 
 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 
 

新規 － 社 （社名）  、 除外 － 社 （社名）  
 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
  

 
  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
  

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 7,296,900 株 2022年３月期 7,250,000 株 

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ － 株 2022年３月期 － 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 7,253,190 株 2022年３月期２Ｑ 7,227,049 株 
  

(注) 当社は、2021年４月23日付で普通株式１株につき3,000株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数及び期中平均株式数を算定しております。  
  

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる仮定及び業績予想等のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決
算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 



ファイル名:2 第 7 期 第 2 四半期決算短信  更新日時:2022/11/08 15:40:48 

 

○添付資料の目次 

 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 1 

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 1 

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 1 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 2 

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………… 4 

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 8 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 9 

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9 

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………… 9 

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………… 9



ファイル名:2 第 7 期 第 2 四半期決算短信  更新日時:2022/11/08 15:40:48 

―1― 

 
１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、原材料等の供給不足や物流網の停滞が長引き、ウクライナ情勢

の長期化によりエネルギー・資源価格の上昇が続き、また米国の金利引き上げをきっかけに為替相場が大きく変動

するなど、情勢は目まぐるしく変化しました。 

米国では、個人消費を中心に経済活動が拡大しましたが、物価上昇や政策金利の引き上げにつながり、今後の見

通しに不透明感が広がりました。中国では、厳格なゼロコロナ政策が継続され、経済活動に制約が生じる状況が鮮

明となりました。日本では、原油価格の高騰によりエネルギー価格や諸物価の上昇が続いており、また為替相場に

おける急速な円安が、経済活動に与える影響に注意が必要な状況となりました。 

車載用LIB（リチウムイオン二次電池）の市場においては、パワートレイン電動化の動きは拡大基調が続きました

が、世界的な半導体供給不足や物流網の停滞による影響は依然残り、大手xEVメーカーの生産計画は抑制される状況

が続きました。 

回路基板用銅箔の主な市場である電子部品業界では、中国大手スマートフォンメーカーの出荷台数が低迷しまし

たが、日本及び米国では５Ｇ対応機器の投入が継続しました。 

このような情勢のなか、当社グループの製品において、車載電池用銅箔の需要は大手xEVメーカーの生産計画抑制

等により減速が続きました。回路基板用銅箔のうち、スマートフォン向けハイエンド製品においては、主として中

国大手スマートフォンメーカー向けの受注が振るわない状況が続きました。 

収益面においては、受注数量の減少による操業度低下、電力価格高騰に伴う製造コスト上昇、また米国子会社で

は一部設備改造に伴う停機及び生産障害により生産数量が減少したこともあり、営業利益以下の各段階利益は赤字

となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における生産数量は全品種合計で4,247㌧（前年同期比31.9％減）、売

上高は8,775百万円（前年同期比12.9％減）、営業損失は565百万円（前年同期は営業利益624百万円）、経常損失は

583百万円（前年同期は経常利益605百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は609百万円（前年同期は親会社

株主に帰属する四半期純利益439百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,322百万円（7.3％）増加し、19,356百万

円となりました。流動資産は主に現金及び預金の減少466百万円、売掛金の減少863百万円、製品の減少414百万円、

仕掛品の増加95百万円、原材料及び貯蔵品の減少180百万円により1,929百万円(20.2％）減少し、7,613百万円とな

りました。固定資産は主に建設仮勘定の増加3,291百万円により3,251百万円（38.3％）増加し、11,743百万円とな

りました。 

 

 (負債） 

  当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて1,469百万円（12.0％）増加し、13,748百万円

となりました。流動負債は主に買掛金の減少380百万円、短期借入金の増加1,500百万円、１年内返済予定の長期借

入金の増加400百万円により1,600百万円(31.7％）増加し、6,650百万円となりました。固定負債は主に長期借入金

の減少296百万円により131百万円（1.8％）減少し、7,098百万円となりました。 

 

（純資産） 

  当第２四半期連結会計期間末の純資産は、主に親会社株主に帰属する四半期純損失609百万円、新株予約権の行使

により資本金及び資本剰余金がそれぞれ57百万円増加し、為替換算調整勘定の増加337百万円、退職給付に係る調整

累計額の減少9百万円により前連結会計年度末に比べて147百万円（2.6％）減少し、5,608百万円となりました。    

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の31.9％から28.9％へと3.0ポイント下降いたしました。 
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は、前連結会計年度末

に比べ466百万円減少し2,034百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、

以下のとおりであります。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果増加した資金は、1,145百万円となりました（前年同期は241

百万円の減少）。これは主に税金等調整前四半期純損失596百万円、減価償却費625百万円、売上債権の減少1,081百

万円によるものであります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果減少した資金は、3,003百万円となりました（前年同期は679

百万円の減少）。これは主に、有形固定資産の取得による支出3,000百万円によるものであります。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果増加した資金は、1,142百万円となりました（前年同期は16百

万円の増加）。これは主に、短期借入金の純増加額1,500百万円、長期借入金の返済による支出479百万円、株式の

発行による収入111百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022年８月10日付で公表しました2023年３月期の通期の連結業績予想について、下記の通り修正いたしました。 

 

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 
18,000 

百万円 
△500 

百万円 
△800 

百万円 
△800 

円 
△110.34 

今回修正予想（B） 17,700 △1,000 △1,200 △1,100 △151.66 

増減額（B-A） △300 △500 △400 △300 － 

（ご参考） 
前年実績（2022年３月期） 

20,558 1,004 976 848 117.22 

 

（修正の理由） 

車載電池用銅箔の需要は、大手xEVメーカーの生産計画抑制等により販売の低迷が続いております。回路基板用銅箔

においては、スマートフォン向けハイエンド製品において、主として中国大手スマートフォンメーカー向け受注が振

るわない状況にあり、連結売上高は2022年８月10日に公表した業績予想（以下「前回予想」と表記）を下回る見込と

なりました。この販売減と生産数量減少による操業度の低下に加えて、電力単価高騰等のコストアップにより、営業

利益以下の各段階利益についても前回予想を下回ると想定されるため、業績予想数値を修正いたします。 

 

■ 売上高の見込 

連結売上高は、主として一部主要顧客における生産抑制、中国スマートフォン需要の低迷により、当初予想より約

３億円減少し、177億円（当初予想180億円）となる見込です。 

 

■ 損益の見込（営業利益ベース） 

営業利益は、前回予想の△約５億円から△約10億円となる見込です。 

これは、前項（売上高の見込）でお示しした販売減少要因（前回予想以降の営業利益への追加的影響△約３億円）

に加え、電力単価の高騰（同△約１億円）、銅価格の上昇（同△約２億円）、調達資材コストの高騰（同△１億円）、

電力単価高騰分の販売価格への反映・生産効率化・歩留改善・人件費削減・経費節減等による収益挽回の実施（同＋

約２億円）により修正するものです。 
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■ 現状認識と収益挽回策 

当社グループは現在、販売が低迷し、生産高減少により操業度が低下しているところに、電力単価高騰等のコスト

アップ要因が重なり、収益を獲得しにくい状況にあると認識しております。 

この状況を打開し、持続的な成長を取り戻すため、国内外の既存・新規顧客（バッテリーメーカー、基板メーカ

ー）への拡販、次世代電池用銅箔や、５Ｇ以降の通信規格に対応する回路基板用銅箔等、高付加価値製品の開発・拡

販に取り組むとともに、生産性改善のための投資（IoTの拡大等）等の施策を進め、販売数量の拡大、収益力の回復に

取り組みます。 

 

※ 業績予想に関する注意事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断し作

成したものであり、リスクや不確定要素を含んでおり、実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：千円) 
          

前連結会計年度 
(2022年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2022年９月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,500,768 2,034,526 

  売掛金 3,161,612 2,297,883 

  製品 1,269,727 855,427 

  仕掛品 1,260,657 1,356,651 

  原材料及び貯蔵品 844,290 663,790 

  その他 505,610 404,922 

  流動資産合計 9,542,665 7,613,201 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,471,378 1,471,167 

   機械装置及び運搬具（純額） 3,674,909 3,608,248 

   建設仮勘定 2,015,752 5,307,173 

   その他（純額） 1,103,812 1,111,745 

   有形固定資産合計 8,265,853 11,498,335 

  無形固定資産 33,834 31,396 

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 72,279 57,867 

   退職給付に係る資産 70,910 101,276 

   その他 48,649 54,626 

   投資その他の資産合計 191,838 213,770 

  固定資産合計 8,491,526 11,743,502 

 資産合計 18,034,191 19,356,703 
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           (単位：千円) 
          

前連結会計年度 
(2022年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2022年９月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,809,957 1,429,661 

  短期借入金 800,000 2,300,000 

  １年内返済予定の長期借入金 958,760 1,358,760 

  未払法人税等 186,400 15,707 

  賞与引当金 148,970 123,857 

  役員賞与引当金 16,012 2,432 

  その他 1,128,951 1,419,592 

  流動負債合計 5,049,052 6,650,012 

 固定負債   

  長期借入金 6,831,320 6,534,860 

  繰延税金負債 4,026 1,892 

  その他 394,359 561,748 

  固定負債合計 7,229,705 7,098,501 

 負債合計 12,278,758 13,748,513 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 143,937 201,073 

  資本剰余金 2,343,937 2,401,073 

  利益剰余金 3,091,573 2,481,881 

  株主資本合計 5,579,448 5,084,027 

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 151,883 489,691 

  退職給付に係る調整累計額 24,101 14,258 

  その他の包括利益累計額合計 175,984 503,949 

 新株予約権 － 20,213 

 純資産合計 5,755,433 5,608,190 

負債純資産合計 18,034,191 19,356,703 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：千円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2021年４月１日 
 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

売上高 10,072,398 8,775,863 

売上原価 8,928,915 8,679,085 

売上総利益 1,143,483 96,778 

販売費及び一般管理費 519,262 662,654 

営業利益又は営業損失（△） 624,221 △565,875 

営業外収益   

 受取利息 25 315 

 屑売却収入 13,515 18,240 

 為替差益 4,596 90,274 

 通貨スワップ評価益 15,000 － 

 その他 174 2,375 

 営業外収益合計 33,312 111,205 

営業外費用   

 支払利息 28,903 92,567 

 上場関連費用 8,450 － 

 その他 14,506 36,103 

 営業外費用合計 51,860 128,671 

経常利益又は経常損失（△） 605,673 △583,340 

特別損失   

 固定資産除売却損 21,458 13,249 

 特別損失合計 21,458 13,249 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

584,214 △596,590 

法人税、住民税及び事業税 153,976 1,347 

法人税等調整額 △9,114 11,754 

法人税等合計 144,861 13,101 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 439,353 △609,692 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△） 

439,353 △609,692 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：千円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2021年４月１日 
 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 439,353 △609,692 

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 － 337,807 

 退職給付に係る調整額 △173,731 △9,843 

 その他の包括利益合計 △173,731 327,964 

四半期包括利益 265,622 △281,727 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 265,622 △281,727 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
           (単位：千円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2021年４月１日 
 至 2021年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2022年４月１日 

 至 2022年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△） 

584,214 △596,590 

 減価償却費 618,346 625,249 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 15,782 △27,232 

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,146 △14,151 

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △16,084 

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13,177 － 

 退職給付費用 △175,075 △13,197 

 受取利息 △25 △315 

 支払利息 28,903 92,567 

 為替差損益（△は益） △4,487 △89,377 

 売上債権の増減額（△は増加） △447,263 1,081,528 

 棚卸資産の増減額（△は増加） △868,509 686,798 

 仕入債務の増減額（△は減少） 209,605 △442,007 

 未払又は未収消費税等の増減額 △33,455 24,958 

 その他 △2,024 19,556 

 小計 △100,314 1,331,701 

 利息の受取額 25 315 

 利息の支払額 △27,014 △89,175 

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △114,263 △96,954 

 営業活動によるキャッシュ・フロー △241,567 1,145,887 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △675,405 △3,000,242 

 無形固定資産の取得による支出 △4,692 △3,700 

 その他 213 － 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △679,884 △3,003,942 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 427,452 1,500,000 

 長期借入金の返済による支出 △479,380 △479,380 

 株式の発行による収入 86,726 111,531 

 新株予約権の発行による収入 － 20,754 

 リース債務の返済による支出 △18,135 △10,303 

 その他 68 － 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 16,731 1,142,602 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,039 249,210 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △910,760 △466,242 

現金及び現金同等物の期首残高 1,662,196 2,500,768 

現金及び現金同等物の四半期末残高 751,436 2,034,526 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  新株予約権の行使により、当第２四半期連結累計期間において資本金が57,136千円、資本準備金が57,136千円増加

しております。 

  この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が201,073千円、資本剰余金が2,401,073千円となっており

ます。 

 

（会計方針の変更） 

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）  

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算 

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。 

 

（セグメント情報等） 

前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日  至 2021年９月30日) 

 当社グループの事業は、電解銅箔製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日  至 2022年９月30日) 

 当社グループの事業は、電解銅箔製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 


